消防車及び小型動力ポンプを用いた市民の地震時の消火能力の定量化に関する研究 : 阪神・淡路大震災とその被災地を例として by 大津 暢人 & Nobuhito Ohtsu





















































を 1 とすれば消防団員は 0.852、市民消火隊は 0.527 であった。（表１参照） 
その結果、訓練すれば市民でも消防職員の半分から 8 割程度の消火能力があることがわ
かった。 
単純計算で、震災時の長田区の火災で、筒先 1 口の火面周長を 40m 以内にするには、223
口の筒先をそろえる必要があり、市民の協力を得て 1 台が 4 口放水しても、56 台のポンプ
車が必要になる。しかし、現在、すぐに出動できるポンプ車は、長田区内で通常 3 台、最




あった 1995 年以降、長田区内の主な公園には、39 基の可搬式小型動力ポンプが設置され
ている。これら合計 47 基の小型動力ポンプを使用すれば、「筒先 1 口あたり 40m」に近づ
く。 
現時点では、上記小型動力ポンプ 47 基の内、実際に訓練を行っていて効果的に消火に使



















①消防職員（男性） 29 秒 1 実施者 ：神戸市中央消防署員 
年齢構成：平均 30 歳代 
記録年月：2003 年 7 月 
記録場所：神戸市中央区東川崎町 1 丁目 
川崎重工業グランド 
記録員 ：筆者 
②消防団員（男性） 34 秒 0.852 実施者 ：神戸市北消防団有野支団第 4 分団第 1 班 
構成年齢：不詳 
記録年月：2009 年 11 月 
記録場所：神戸市北区ひよどり北町 1 丁目 
神戸市民防災総合センター 
出典  ：http://kobe-syobokyokai.org/arc/2009.php#52 
第 9 回神戸市小型動力ポンプ操法大会優勝成績 
③市民消火隊 
（ 訓 練 有 、 男 性 ）
 
55 秒 0.527 実施者 ：若鷹市民消火隊 
年齢構成：全員 65 歳以上 
記録年月：2009 年 5 月（写真は 2011 年 6 月） 




（ 訓 練 無 、 男 性 ）
 
80 秒 0.363 実施者 ：ひだまり公園市民消火隊 
年齢構成：平均 50 歳代 
記録年月：2011 年 6 月 




（ 訓 練 無 、 女 性 ）
 
132 秒 0.220 実施者 ：若鷹市民消火隊 
年齢構成：平均 60 歳代 
記録年月：2011 年 6 月 












れは 0.435 であった。 
小型動力ポンプ操法の所要時間が消火能力であると仮定した場合、その係数は消防職員
を 1 とすれば消防団員は 0.852、市民消火隊は 0.527 であった。 
訓練を実施すれば、消防職員の約半分から 8 割程度の消火能力を市民が持つことがわか







 第 2 章で取り上げた若鷹市民消火隊やその他の自主防災組織がさらに発展するために、
共通するいくつかの留意点を以下に記す。 
1 若手現役世代への継承 
2 フールプルーフとして、訓練時間のない市民にも簡単に使用できる装備や訓練方法の開
発 
3 訓練や災害時に負傷した際の保険の整備 
 
 1995 年の兵庫県南部地震までは、市街地の消防団は神戸市東灘区などの例を除いてポン
プなどの放水機材を運用していなかった。また、高度成長期からコミュニティの機能を外
在化する流れで、「市民が消火する」という概念は一般的ではなかった。 
 戦後日本において、「行政が機能しなくなる」という想定は、されてこなかった。 
 その中で、「消防車が来られないこともある」「市民が主体的に消火する必要がある」と
気づかせたという意味において、兵庫県南部地震は、時代の転換点となった。 
 次なる大災害に備えて、実際の政策において死者をいかに低減できるか、私たちは試さ
れている。 
  
